
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師
80％以上
○学力向上アクションプランの自己評価
（４件法）の点数が3.0以上

○一人1回の研究授業を行い、全教員で授
業研究会を実施する。
○授業作りのステップ１、２、３に基づいて、
PDCAサイクルを確立させるための研修会
を年３回実施する。

Ｂ

・１人１回の研究授業を行ったことで、学力向上アク
ションプランへの意識の向上が図られ、自己評価の点
数３．０以上が達成できている。
・授業づくりについてショートの研修を複数回実施した
ことで、マイプランの取り組みが潤滑化し、成果指標に
向上が見られる。

Ａ

・全職員が１人１回の研究授業を行い授業研究会を実施する
ことで、児童の記述がよりよくなっており、日々の授業力に向
上がみられた。学力対策シートに次年度に向けてのマイプラン
を書き込みPDCAサイクルを確立させた。
・学力向上アクションプランの自己評価は3.3であり目標を達成
した。

Ａ

・学校の先生方がしっかり取り組んでいる。今後ともご
指導をお願いしたい。

○自分の考えを表現する児童の育成 ○ノートに、まとめ・振り返りを表現できてい
る児童８０％以上
〇児童の意識調査で、「自分の力でまとめ
を書くことができる。」　の項目で肯定的な
回答をする児童８０％以上

・授業において、既習内容と比較したり、各教科等の見方・考
え方を働かせたりする中で課題解決の見通しをもたせること
で、学習内容の習得を図る。
・算数タイムを週２回行い、基本的な内容を充実させる。
・家庭学習については、基礎的・基本的な内容のものと児童
の主体的な学習をねらうものを学年に応じて工夫していく。

Ｂ

・既習内容との比較等を通して見通しを持たせたこと
が有効に機能し、ノートにまとめやふりかえりを書くこと
ができている児童については、おおむね80%を達成で
きている。
・児童ができているという意識を持っているかどうかに
ついては、最終的な学校評価アンケートでとる予定に
している。

Ｂ

・校内研で見通しの持たせ方を工夫し、自力解決を支援したこ
とにより、授業の理解が深まった。そして、授業の終末にまと
め、振り返りを書くための手立てを講じた結果、80％以上の児
童が書くことができた。
・算数アンケートの結果、どの学年も「自分の力でまとめ振り返
りを書くことができる。」の項目で肯定的な回答をした児童は
80％を上回った。

Ｂ

・全国や県の学力学習調査では、県平均を下まわって
いる項目もあったが、先生方の授業での工夫もよくで
きているようだ。今後とも学力向上の取組に尽力して
ほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○人権や道徳に関するアンケートにお
いて肯定的な回答をした児童が80％以
上

・挨拶運動等を推進し、児童の良さや頑張りを称賛す
る。
・人権集会や道徳科の授業を通して、互いを尊重し合
うことのできる児童の育成を図る。
・全職員共通理解のもと言葉遣いの指導をし、授業中
は「さん呼び」の徹底を行う。
・縦割り班活動を通して、思いやりの心を育てる。

Ｂ

・あいさつ名人の取組を継続し、毎月表彰の場を設け
た。あいさつ名人が増え、意識が高まった。
・全職員に「さん」付けを周知したことで、「～さん」と呼
ぶ児童が増えてきている。
・人権集会の振り返りを掲示したりDVDを利用した授
業を実施したりして、互いの良さを認めようという意識
が育ってきている。

Ｂ

・あいさつ名人の取り組みを継続することで、進んで挨拶ができる児
童が増えた。また、あいさつ名人以外に、敬語名人、立腰名人など児
童の頑張りを認めることで、自尊心が高まった。
・遊びの中でも「～ちゃん・～くん」と呼び捨てにしない児童が増えた。
・縦割り班活動では、上級生がリーダーシップを発揮し、仲良く遊んで
いる。また、レクのない日には、５・６年生が遊びを企画するなど児童
が主体的に仲良く活動する姿も増えた。

Ｂ

・子どもたちは元気よく挨拶をしているのはすばらし
い。
昼休みにみんなで遊んでいるというのを聞いて安心し
た。これからもそうあってほしい。
・時と場合を考えた言葉遣いは、学校や社会教育でも
学んでほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等について組織的対応が
できていると回答した教員８０％以上

・毎月の生活打ち合わせ会において、児童の実態について
話し合う場を設定する。また、普段から話しやすい雰囲気の
職員室にする。
・Q-Uテストの結果を活用し、実態に応じた対応について研修
会を実施する。
・アンケートを実施する中で、いじめの実態把握に努める。
・事案の解決に向けては、学校として、組織的、計画的に取り
組む。
・教育相談体制を充実させ、スクールカウセラーや保護者と
の連携を図る。

Ｂ

・毎月児童に日頃の友達関係を振り返るアンケートを
実施した。知り得た情報を複数の教職員で児童対応を
行うことによっていじめの早期発見・対応になった。
・Q-Uテストの結果を活用できるように児童の見取りの
研修を早めに設定した。
・学校内で判断・対応するだけでなく、教育相談機関と
連携をして、児童・保護者の心の安定につなげた。

Ａ

・定期的ないじめ調査では、小さな情報も見逃さず、気になる
事案については迅速に対応することができた。
・アンケートから、教師へは８５％以上が信頼を寄せている。
・担任が抱え込まない職員間で情報交換体制は整っている。
・縦割り班活動は高学年を中心に充実したものとなっている。
・教育相談体制を整え、いつでもＳＣに繋げる準備ができてい
る。

Ａ

・いじめの考え方が変わってきたことは理解できた。今
後も、小さな事案から子供に寄り添って相談にのって
ほしい。
・上級生が下級生のお世話をよくしているようで小さい
学校の良いところを今後も続けてほしい。

◎自主的な活動の場の保障
・やり遂げた成果の自覚

○児童の企画・立案による活動を仕組
み、やり遂げた達成感を感じる児童が８
０％以上にする。

・たてわり班活動と委員会活動を充実させ、全
校なかよしの平原小にしていく。
・各種活動では、児童に活動の見通しと振り返
りを仕組み、多くの児童に自分の考えを伝える
ようにさせる。

Ａ

・縦割り活動では，上級生がリーダーシップを発揮し，下級生
をまとめることができている。下級生も指示をよく聞いて行動で
きている。
・学校行事や様々な活動の度に振り返りをすることで，自分の
言葉で考えを伝えられる児童が増えてきた。
・学年を超えて，遊んだり声をかけたりして関わる姿が増えた。

Ａ

・たてわり班で協力して、たてわり遊びやたてわり掃除ができ
た。上級生がうまくリーダーシップをとることができた。
・学校行事や様々な活動の際には、運営委員や上級生が司会
進行をし、ふり返りまでしてきた。多くの児童が挙手し、自分の
感想や意見を述べることができた。また聞く方も、発表者の方
を見てしっかり聞いていた。
・６年生の立つ鳥運動もあり、全校でなかよく遊んでいる。

Ａ

・縦割り活動では、全校の前でみんなが頑張ったこと
やうれしかったことをほめる活動がすばらしい。みんな
が発表できることは、安心感のある集団ということだろ
う。

●「望ましい生活習慣の形成」 ●「規則正しい生活をしている」と答える
児童80％以上にする。

・生活習慣等についてのアンケート調査
を行い、分析し、生活指導に生かす。
・学校便りや学級通信、保健便り等で、
保護者の意識啓発を図る。

Ｂ

・生活アンケート「親子ではなまる運動」を行い、児童
の意識を高めた。また、同時に通信等で保護者の啓発
を行った結果、「規則正しい生活をしている」と答える
児童が、増えてきている。３学期も引き続き実施する。 Ａ

・生活アンケート「親子ではなまる運動」を行い、児童
だけでなく、保護者の意識を高めた。また、長期休業
前など機会をとらえて規則正しい生活の大切さを話
し、プリントを配布した。
規則正しい生活をしている児童80％以上を達成した。

Ａ

・「早ね・早起き・朝ごはん」はよくできている。

○運動習慣の改善や定着化 ○「元気に運動や遊びをしている」等の児
童アンケートで、達成率が80％以上めざ
す。

・体育的行事や縦割り活動などを通して、「運動
が大好きな子ども」を育てる。
・授業で運動能力向上につながる動きや遊びを
紹介し、休み時間等でも楽しく体を動かす習慣
を培う。

Ａ

・運動会の練習や縦割りでの活動、クラスでのレクなどを通し
て、運動が好きな子どもがずいぶん育ってきた。
・授業でサッカーや鬼ごっこ、ジャングルジムなど、運動能力向
上につながる動きや遊びを紹介したことで、80%以上の児童が
昼休みに楽しく外遊びをしている。

Ａ

・運動会や縦割り遊び、学年レク、持久走大会など、意欲的に
参加して、運動好きな子どもが８０％以上達成できた。
・サッカーや鬼ごっこ、なわとびなど、体育の授業で運動の技
能や能力を高める活動をすることで、日常的に体を動かす習
慣が８０％以上達成できた。

Ａ

・休み時間の過ごし方がよいと聞いている。みんなで運動する
ことや遊ぶことは続けてほしい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
〇「効率的な業務に取り組んでいる」と
自評する割合を80％以上にする。

・業務記録による勤務時間の把握を行い、定期的に声
かけを行い、金曜日を定時退勤日にする。
・長期休業を中心に、年休取得しやすい業務計画をし、
取得奨励を呼びかける。
・教材、校務文書のデータの共有化。
・行事後、直ちに来年に向けて修正案を記入する。
・整理・整頓の推進。長期休業中に使いやすい職員
室、教材室等の整理・整頓を行う。

Ａ

・各教職員の勤務時間を教職員自身に把握させ、各々の業務
改善の指標として、セルフマネジメント力を養う。
・長期休業中の年休が取得しやすくなるように会議の日程を工
夫した。
・職員会議等、各種会議の内容を見直し、会議の回数や時間
の削減を図る。
・長期休業中はもちろん、会議前の短時間で整理の時間を作
り、全職員で居心地の良い職員室を目指した。

Ａ

・学校や各教員の取組の重点目標や優先順位を明確にし、業
務効率をさらに高めていく。
・資料のデータ化を進めたり、職員自身が自分の勤務時間を
意識することでほとんどの職員目標を達成することができた。
・会議の資料をデータ化することにより、効率的な校務処理と
その結果生み出される教育活動の質の改善、教員のゆとり確
保が向上している。

Ａ

・先生方が、いつも元気で明るいのが一番だと思う。い
ろいろ大変なこともあると思うが、がんばっていただき
たい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関して、教員の専門性や
意識の向上を、80％以上めざす。

・月１回の「生活打ち合わせ」等により、児童の
情報を収集・共有する。
・随時、「支援会議」を開催し、学校での児童の
様子や保護者の願いを共有する。
・特別支援に関する校内研修会を実施する。

Ａ

・「生活打ち合わせ」等により、児童の実態や今後の支
援について共通理解することができた。
・来年度、支援学級入級児童の「支援会議」によって、
児童の様子や保護者の願いを共有した。
・校内研修会を実施し、教員の専門性を高めた。

Ａ

・「生活打ち合わせ」等で、クラスの状況や気になる児童の実
態・支援について、幅広く共通理解できた。
・随時「支援学級」を開催して、来年度入級する児童の実態や
今後の支援、保護者の願いを共有した。
・計画的に校内研修会を実施し、問題行動や発達障害などに
対する、教員の専門性を高めた。

Ａ

・今の特別支援教育が昔と変わってきていることがよくわかっ
た。大切なことなので今後も進めてほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学力向上では、これまでの取組を継続するだけではなく、家庭とも連携しながら、新しい方法を模索し課題解決に向けて取り組んでいかなければならない。　令和４年度から指定を受ける「唐津市学力向上」指定校として、浜玉校区で話し合いを進めていく。
・心の教育では、いじめの未然防止、早期発見・早期対応を柱として、学校が組織的、具体的に対応できるようにしていく。さらに、学校の特色を活かしながら、児童の自己肯定感が高まるような機会を多く作っていく。あいさつのさらなる推進と言葉遣いの指導を行っていく。
・保護者,地域連携では、家庭学習の充実、「進んであいさつをする」「自分の考えを伝える」「言葉を大切にする」と基本的な生活習慣の確立に向けて、生活習慣点検週間を設ける等、全校的な取組を今後も積極的に実施していくことが大切である。保護者に対しては、便りなどでよりよい生活習慣の定着のための講演会を開催
し、啓発・啓蒙を図っていく。また、学校に定着した「ひまわり」,「メダカ池・ホタル川」の充実を図り、情報を発信していきたい。
・健康・体力づくりについては、外で元気よく遊ぶことの奨励とともに社会体育でのがんばりについても学校で積極的に紹介していく等、これまで通り連携を図っていきたい。
・新型コロナウィルス感染症などの危機管理の対応と児童の心のケアについては、子どもを守るために学校と保護者との協力関係を維持していく。また、オンライン授業への備えを職員全体で進めていく。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上では、理解が十分でない児童への手立てとして、朝の時間の活用など適切な手段を講じていくこと。さらに、学習の基礎基本となるスキルを高める学習の取り入れ方も全校で取り組んでいく必要である。

・心の教育では、学校の特色を活かしながら児童のよさやがんばりをお互いに認め合い、自己肯定感に結びつくような機会をつくっていく必要がある。あいさつのさらなる推進と言葉遣いの指導をはじめ、上級生が模範となり、その姿勢

が下級生に伝わるよう職員が共通理解のもと、学年や全校で指導したり、縦割り活動の推進を図ったりしていくことが大切である。授業の中で、「地域のもの，こと，ひと」の活用を図り、地域のよさを体感するような活動を計画してい

く。また、学校に定着した「ひまわりの栽培・メダカ池・ホタル川環境保全」の充実を図り、自己肯定感を育んでいきたい。

・来年度も重点課題とし、特別支援教育の充実を図りたい。

２　学校教育目標 自ら学び、心豊かにたくましく生き抜く平原っ子の育成

３　本年度の重点目標

１　思いやりの心をもち、ふるさとを愛し、自らの夢を育む子どもの育成

２　小規模学級・学校の強みを活かした学力向上への取組（基礎・基本の徹底と学習習慣の定着）

３　職員の協働意識と学校運営への参画意識を高める「チーム平原」の強化（共通理解と共通実践）

４　保護者・地域・外部の人材とのさらなる連携強化

学校名 唐津市立平原小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●健康・体つくり

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価


